


博物館には、常設展示室
と特別展示室があります。
この学習ノートでは、常
設展示室に展示されてい
るものを中心に学習して

いきます。

見沼代用水については、
ここで学習することがで

きます。

今回は、３つのポイント
を中心に学習していきま
す。



学習ポイント①
４年生の社会では、見沼代用水や井沢弥惣兵衛（いざわやそべえ）について学習し
ます。まずは、下の地図から見沼代用水を見つけてみましょう！さいたま市のどの
辺にあるか分かりますか？

問題
地図の中から見
沼代用水をみ
つけましょう。

あれかな？
それともこ
れかな？

どこにあ
るんだろ
う？



問題
地図の中から見
沼代用水をみ
つけましょう。

黄色でなぞられ
ているところが
見沼代用水の西
縁みたいだね。

東縁があるなら、西
縁もあるのかな？

【答え】 ここに見沼代用水がありますね。
ちなみにこれは「見沼代用水東縁
（ひがしべり）」です。東？じゃ
あ西もあるの？と思った人はする
どいっ！そうなんです。西縁（に
しべり）というのもあります。

これが見沼代用水西縁
（にしべり）です。



上にある年表を見
てみよう

問題
見沼代用水を引いた井沢弥惣兵衛について答えましょう！

（１）見沼代用水を引い
た井沢弥惣兵衛は、
何年にどこ（今の
何県）で生まれま
したか。

答え 年

今の 県

（２）井沢弥惣兵衛が、
何歳の時に、見沼
代用水を完成させ
ましたか。

答え 歳

答え 歳

（３）井沢弥惣兵衛が、
何歳の時に、見沼
通船堀を完成させ
ましたか。

年 年れい できごと

１６６３年
１６９０年

１７２３年
１７２５年

１７２６年
１７２７年
１７２８年
１７２９年
１７３１年
１７３８年

０歳
２７歳

６０歳
６２歳

６３歳
６４歳
６５歳
６６歳
６８歳
７５歳

紀州（今の和歌山県）に生まれる。
紀州で役人になる。このころ紀州
で用水の工事をいくつか行う。
幕府の役人になる。
見沼ため井より下流の田や村々の
ようすを調べる。
見沼ため井の深さを調べる。
見沼代用水の工事を始める。
見沼代用水の工事を完成させる。
鴻沼の開発を始める。
見沼通船堀をつくる。
なくなる。

きしゅう

井沢弥惣兵衛の年表



工事を始めてから
完成までは、わず
か６か月だったそ
うです。

問題
見沼代用水を引いた井沢弥惣兵衛について答えましょう！

（１）見沼代用水を引い
た井沢弥惣兵衛は、
何年にどこ（今の
何県）で生まれま
したか。

答え １６６３ 年

今の 和歌山 県

（２）井沢弥惣兵衛が、
何歳の時に、見沼
代用水を完成させ
ましたか。

答え ６８ 歳

答え ６５ 歳

（３）井沢弥惣兵衛が、
何歳の時に、見沼
通船堀を完成させ
ましたか。

年 年れい できごと

１６６３年
１６９０年

１７２３年
１７２５年

１７２６年
１７２７年
１７２８年
１７２９年
１７３１年
１７３８年

０歳
２７歳

６０歳
６２歳

６３歳
６４歳
６５歳
６６歳
６８歳
７５歳

紀州（今の和歌山県）に生まれる。
紀州で役人になる。このころ紀州
で用水の工事をいくつか行う。
幕府の役人になる。
見沼ため井より下流の田や村々の
ようすを調べる。
見沼ため井の深さを調べる。
見沼代用水の工事を始める。
見沼代用水の工事を完成させる。
鴻沼の開発を始める。
見沼通船堀をつくる。
なくなる。

きしゅう

井沢弥惣兵衛の年表

【答え】



さいたま市の東の方に位置する見沼は、その昔、あれ地や沼が広がっていました。
３８５年ほど前に芝川をせきとめて、田んぼで使う水をためるため池（見沼ため
井）を作りました。

学習ポイント②

さて、井沢弥惣兵衛がつくった見沼代用水。井沢弥惣兵衛は見沼代用水をつくる
ために、たくさんの工夫をしています。井沢弥惣兵衛が行った工夫について、こ
こでは見ていきたいと思います。
その前に、井沢弥惣兵衛と見沼代用水についてみていきましょう。

しかし、２９０年ほど前、江戸幕府（えどばくふ）は、お米をたくさん取れるようにする
ため、ため池（見沼ため井）をなくし、田んぼに変えようとしました。ため池がなくなり、
お米を育てるのに必要な水はどうしよう？と人々は困ってしまいました。そこで、この問
題を解決したのが井沢弥惣兵衛なんです。



問題
見沼代用水について、（ ）の中に当てはまる言葉を□の名
から選んで入れてみましょう。

（１）見沼代用水は、（ 川）から水を取り入れていま

す。そして、まもなく（ 川）と合流しています。

（２）さらに下流に進むと、元荒川とぶつかります。ここでは、

（ ）で川をくぐらせました。

また、綾瀬川（あやせがわ）とぶつかるところでは、

（ ）で川の上を通しました。

・星（川）

・ふせこし

・トンネル

・荒（川）

・かけとい

・橋

・利根（川）



問題
見沼代用水について、（ ）の中に当てはまる言葉を□の名
から選んで入れてみましょう。

（１）見沼代用水は、（ 利 根 川 ）から水を取り入れていま

す。そして、まもなく（ 星 川 ）と合流しています。

（２）さらに下流に進むと、元荒川とぶつかります。ここでは、

（ ふせこし ）で川をくぐらせました。

また、綾瀬川（あやせがわ）とぶつかるところでは、

（ かけとい ）で川の上を通しました。

・星（川）

・ふせこし

・トンネル

・荒（川）

・かけとい

・橋

・利根（川）

【答え】



これは「ふせこし」
の模型です。真ん中
に流れているのが元
荒川です。その元荒
川の下をくぐらせて
いるのが分かります
よね。

これは「かけとい」
の模型です。下に流
れているのが綾瀬川
です。その綾瀬川の
上を見沼代用水が流
れていますね。

ふせこし

かけとい

【答え・解説】

このような工夫を２９０年前に行っていたなんてすごいですよね。しかも今みたいに機械のな
い時代にですよ。すべて手作業だったなんて信じられませんね。



鴻沼は、今の中央区から桜
区にかけて南北に細長く広
がった沼です。

学習ポイント③

鴻沼は、農業用のため池として使
われていました。１７もの村々が
利用していたそうです。

さいたま市には見沼の他にも開発
された沼があります。それが鴻沼
（こうぬま）です。まずは、さい
たま市の地図で鴻沼の場所を見て
みましょう。

このあたりが鴻沼

鴻沼もお米の取れ高を増や
すため田に変えることにな
りました。



問題
鴻沼の開発について、（ ）の中に当てはまる言葉を□の名
から選んで入れてみましょう。

（１）鴻沼の開発をしたのは、（ ）です。

（２）（ ）から水を引いて、用水をつくりまし

た。この用水のことを（ ）といいます。

（３）鴻沼を開発した結果、（ ）ヘクタールの新しい田

にかわりました。

（４）（ ）は鴻沼の下流の村々でも使われ、

（ 川）につながっています。

・鴻沼用水

・荒（川）

・徳川家康

・１００

・見沼代用水西べり

・利根（川）

・７５

・見沼代用水

・井沢弥惣兵衛

・見沼代用水東べり

＊同じ言葉が入るところもあります。



問題
鴻沼の開発について、（ ）の中に当てはまる言葉を□の名
から選んで入れてみましょう。

（１）鴻沼の開発をしたのは、（ 井沢弥惣兵衛 ）です。

（２）（見沼代用水西べり）から水を引いて、用水をつくりまし

た。この用水のことを（ 鴻沼用水 ）といいます。

（３）鴻沼を開発した結果、（ ７５ ）ヘクタールの新しい田

にかわりました。

（４）（ 鴻沼用水 ）は鴻沼の下流の村々でも使われ、

（ 荒 川）につながっています。

【答え】

・鴻沼用水

・荒（川）

・徳川家康

・１００

・見沼代用水西べり

・利根（川）

・７５

・見沼代用水

・井沢弥惣兵衛

・見沼代用水東べり

＊同じ言葉が入るところもあります。



博物館には、他にもたくさんの
展示があります。
ぜひ、博物館にも来てください


